
金
揮
官
蹟
志
巻
サ
七

辰
蓮
昌
寺
に
あ
り
と
い
へ

E
も
、
往
古
は
蓮
昌
寺
の
檀
下
に
て
無
v

之
、
改
葬
の
墓
所
の
よ
し
僻
承
す
。
故
に
宗
築
の
碑
石
に
も
無
'
之
、

合
葬
の
内
に
て
も
有
v
之
哉
。
停
承
未
v
詳
。
隠
代
は
、
宗
柴
よ
り
七
代

の
孫
今
の
梅
村
十
太
夫
迄
代
々
相
続
、
知
行
四
拾
石
給
は
り
、
附
人

民
而
罷
在
慮
、
賞
主
家
先
々
代
寺
西
故
丸
左
衛
門
秀
一
.
よ
り
、
同
首

故
七
兵
衛
を
以
預
り
所
墜
故
、
玄
蒋
・
左
近
右
衛
門
承
知
之
上
、
文
化

九
年
七
月
寺
西
氏
b
被
=
呼
出
一
知
行
六
拾
石
給
は
り
相
勤
候
。
右
梅

村
山
示
柴
由
来
盛
子
孫
之
侮
言
如
v
此
与
一
冨
々
。

穂
村
十
太
夫

五
月
十
三
日

記
之

按
宇
る
に
、
梅
村
宗
柴
は
、
小
堀
氏
日
記
に
、
妻
も
先
年
相
果
、
只

今
満
身
に
て
、
荒
町
に
家
相
求
居
申
。
と
見
b
、
事
保
十
六
年
九
月

言
上
書
に
も
、
元
一
家
等
も
無
v
之
、
調
身
に
て
相
果
、
竹
田
掃
部
方

へ
も
内
々
に
て
承
合
候
へ
ど
も
、
様
子
相
知
不
v
申
。
と
記
載
す
れ

ば
、
共
の
一
族
津
田
氏
の
家
人
と
成
り
て
漣
綿
せ
し
と
い
ふ
も
甚
だ

不
審
な
り
。
宗
柴
が
事
は
前
額
に
載
せ
た
る
如
〈
、
可
観
小
説
或
は

飛
耳
襟
録
等
に
記
載
す
と
い
へ
ど
も
、
皆
世
人
の
妄
設
に
し
て
殻
と

す
る
に
足
ら
宇
。

。
木

J

新
保
町

漣
よ
り
横
堤
町
・
西
町
議
へ
か
け
村
落
あ
り
し
か
ど
、
奮
藩
園
初
の

頃
、
金
津
市
中
を
取
庚
め
ら
れ
し
に
付
、
安
江
村
た
ど
L
同
じ
く
.

村
落
を
ば
縛
地
を
命
ぜ
ら
れ

τ、
奮
村
地
は
悉
く
町
地
と
成
り
し

が
、
共
の
後
移
縛
し
た
る
村
地
も
ま
た
遁
-R

町
地
と
成
り
、
是
今
い

ふ
木

J

新
保
の
町
地
た
り
。
さ

τ共
の
村
落
も
迭
に
絶
え
た
り
し
と

い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
木
r
新
保
の
村
落
は
早
く
絶
え
た
り
け
ん
。
奮

藩
郷
庄
分
村
名
幌
K
.
倉
月
庄
に
共
の
名
を
穏
載
せ
歩
。

。
木
，
新
保
町
怪
談

綴
哨
随
筆
に
云
ふ
。
寛
保
二
年
五
月
廿
三
日
の
事
た
り
し
に
、
安
江

木
町
能
登
屋
寄
宿
街
門
俳
名
文
川
た
る
者
、
道
具
商
質
を
注
し
渡
世

し
け
る
が
、
恭
を
よ
く
打
ち
け
る
故
、
此
方
彼
方
と
打
ち
て
あ
る
を

け
る
に
‘
掘
川
久
昌
寺
の
方
丈
も
碁
を
好
ま
れ
け
る
故
‘
此
の
日
幕
、

頃
よ
り
喜
右
衛
門
参

p.
殊
に
共
の
夜
は
快
晴
に
て
、
涼
風
に
飴
念

も
た
く
丑
滞
つ
頃
ま
で
打
ち
け
る
に
、
喜
右
衛
門
仕
合
能
か
ら
歩
。

夜
も
更
け
h

れ
ば
、
明
日
ま
た
ま
か
ら
ん
と
い
ふ
に
、
今
夜
更
に
及

ん
で
蹄
ら
ん
も
心
元
た
し
。
下
男
に
見
透
ら
せ
ん
と
和
倫
云
ひ
け
れ

E
も
、
人
を
勢
す
る
事
を
い
た
み
、
常
に
行
か
ふ
道
何
か
苦
し
か
る

ぺ
き
。
明
け
怠
ば
叉
と
そ
参
ら
め
。
共
の
時
は
今
脅
の
仕
返
し
も
設

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
七

四
四

元
和
二
年
横
山
山
城
守
家
士
竹
岡
金
右
衛
門
武
功
替
に
、
山
田
八
右

衛
所
に
在
v
之
刻
、
木

J

新
保
町
に
成
敗
者
取
錨
居
候
を
討
取
り
た
る

よ
し
記
載
す
。
叉
五
保
四
年
開
締
寺
番
付
陀
、
最
前
は
木
，
新
保
町
に

御
屋
敷
拝
領
仕
罷
在
。
と
あ
り
。
今
厩
町
を
ば
木

J

新
保
一
番
丁
と

た
し
、
夫
れ
よ
り
白
銭
前
を
ぽ
六
番
丁
と
す
。

。
木
，
新
保
来
歴

木
J

新
保
は
、
此
の
地
漣
の
惣
名
に
て
、
荒
町
よ
り
木

J

新
保
と
呼
び

て
、
共
の
地
域
甚
だ
庚
〈
、
荒
町
・
厩
町
・
糸
倉
町
・
須
田
町
・
竹
町
・
白

銭
前
等
の
敷
町
を
建
て
た
り
。
接
や
る
に
、
此
の
町
共
、
往
古
は
何

れ
の
村
地
友
ら
ん
か
。
或
は
往
菅
木

J

新
保
村
と
い
へ
る
村
落
あ
り

て
、
共
の
村
地
た
り
と
い
へ
れ
ど
、
木

J

新
保
村
は
石
浦
庄
七
夕
村

の
一
村
に
て
、
石
浦
紳
祉
に
停
来
せ
る
慶
長
十
一
年
石
浦
七
夕
村
氏

子
連
判
燃
に
、
は
せ
の
御
観
音
様
共
の
後
木

J

新
保
村
の
内
に
御
座

候
。
た
ど
L
記
載
し
、
共
の
村
落
は
明
和
二
年
の
慈
光
院
寄
付
に
、

石
浦
郷
七
ケ
村
の
内
木

J

新
保
村
は
、
西
町
・
横
堤
町
議
に
有
v
之
島
、

共
後
倉
月
郷
へ
穂
地
す
。
今
の
木

J

新
保
是
也
。
と
見
b
、
安
江
八
幡

位
記
に
も
、
木
，
新
保
は
昔
は
上
堤
町
漣
に
有
v
之
底
、
上
安
江
村
部

地
の
後
、
今
の
地
へ
移
締
す
。
と
あ
り
て
‘
往
昔
は
今
云
ふ
上
堤
町

ぷ7
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さ
ん
怠
E
戯
れ
て
、
門
前
に
出
で
け
る
が
、
月
も
は
や
西
に
か
た
ぷ

き
、
い
と
物
す
ご
き
に
、
只
一
人
歩
み
た
が
ら
も
、
先
程
の
手
は
斯

〈
と
そ
打
つ
べ
き
も
の
を
.
扱
h
H

残
念
た
る
事
仕
つ
る
物
哉
た
ど
h

濁
言
に
、
う
か
/
¥
と
し
て
来
り
け
る
に
、
向
う
を
見
れ
ば
、
若
き

女
の
姿
に
て
、
十
聞
許
先
へ
立
ち
て
行
き
け
り
。
何
方
よ
り
出
で
し

ゃ
、
殊
に
深
更
に
及
ん
で
‘
若
き
女
の
た
ピ
漏
り
大
勝
成
事
哉
と
訟

も
ひ
‘
能
く
f
t
I
見
る
に
、
何
と
や
ら
ん
腰
よ
り
下
は
治
ぼ
ろ
/
¥

と
し
て
見
h
宇
。
是
は
不
思
議
也
と
少
し
足
早
に
歩
む
に
、
此
の
女

歩
む
と
も
友
〈
、
只
向
う
十
間
程
先
に
あ
り
。
暫
く
止
り
て
見
る
に
、

女
も
止
る
や
う
に
見
h
.
歩
め
ば
ゆ
き
、
止
れ
ば
行
か
歩
。
不
思
議

た
が
ら
荒
町
の
中
程
に
来
り
し
に
、
木

F

新
保
町
へ
入
る
四
ヲ
誌
の

角
に
辻
番
の
小
屋
あ
り
。
共
の
前
に
て
か
き
消
え
て
見
b
宇
成
り
け

り
。
怪
敷
思
ひ
、
走
り
行
き
見
る
に
、
番
人
疲
ぽ
け
獲
に
て
、
ゃ
れ

恐
し
や
と
い
ふ
ま
ミ
小
屋
の
戸
を
抑
あ
け
、
民
裸
に

τ
飛
出
で
け

p
。
何
事
成
哉
と
等
ぬ
れ
ば
、
番
人
ふ
る
ひ
/
¥
、
さ
て
は
夢
に
て

有
り
け
る
か
や
。
今
若
き
女
の
幽
盤
来
り
飛
付
き
け
る
ゆ
ゑ
、
振
錦

ひ
て
懸
出
候
也
。
定
め
て
内
に
居
る
に
や
あ
ら
ん
。
改
め
て
た
べ
と

い
ふ
に
ぞ
、
を
か
し
く
は
思
ひ
し
か
ど
も
‘
小
屋
の
内
を
見
る
に
、

四
五




